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す
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テレビ放送

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が

今
年
12
月
に
始
ま
り
ま
す

試
験
放
送
は
10
月
か
ら
（
柳
津
三
島
中
継
局
・
東
金
山
中
継
局
）

現在、放送されている地上アナログ放送は
平成23年 7 月24日まで見ることができます

それ以降は、従来のアナログテレビでは
テレビ放送を見ることができなくなります

地上デジタル放送対応の薄型液晶テレビ

　

都
市
部
で
は
、
す
で
に
始
ま
っ

て
い
る
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
。
三

島
町
で
も
、
今
年
十
二
月
か
ら
受

信
で
き
る
よ
う
に
な
る
予
定
で

す
。
三
島
町
で
は
、
現
在
、
会
津

若
松
中
継
局
・
柳
津
三
島
中
継

局
・
東
金
山
中
継
局
か
ら
の
電
波

を
受
け
、
テ
レ
ビ
の
放
送
を
受
信

し
て
い
ま
す
。
会
津
若
松
中
継
局

で
は
平
成
十
八
年
か
ら
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
が
始
ま
り
、
柳
津
三
島

中
継
局
と
東
金
山
中
継
局
で
は
、

今
年
十
二
月
に
始
ま
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
放
送
さ
れ

て
い
る
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、

三
年
後
の
平
成
二
十
三
年
七
月
二

十
四
日
で
終
了
し
ま
す
。
そ
れ
以

降
は
、
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

の
ま
ま
で
は
放
送
を
見
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
や
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
等
の

準
備
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
山
間
の
難
視
聴
地
域
に

住
ん
で
い
る
た
め
、
共
聴
施
設
に

よ
っ
て
テ
レ
ビ
放
送
を
受
信
し
て

い
る
皆
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
共
聴

施
設
が
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対

応
し
て
い
な
け
れ
ば
、
放
送
を
見

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
、
共
聴
施
設
の
受
信

者
同
士
が
協
力
し
て
対
応
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

地上デジタル放送を見るには

※詳しくは電気店等にご相談ください。

地上デジタル放送対応テレビを
購入する

　高画質・高音質で、魅力あふれる地上デジ
タル放送を楽しむことができます。

デジタルチューナーを買い足して
現在のアナログテレビを使う

　アナログテレビであっても、デジタルチュー
ナーを接続すれば地上デジタル放送を見るこ
とができます。

な
ぜ
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
の
？

デ
ジ
タ
ル
放
送
電
波
の
特
性
を
生
か
し
た

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

共
聴
施
設
で
は
受
信
状
況
の

調
査
が
必
要
で
す

　

共
聴
施
設
に
よ
っ
て
テ
レ
ビ
放

送
を
受
信
し
て
い
る
地
域
で
は
、

電
波
の
受
信
状
況
を
調
査
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
調
査
の
結
果
、

一
部
の
世
帯
が
ア
ン
テ
ナ
受
信
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、
共

聴
施
設
を
縮
小
す
る
の
か
、
今
の

世
帯
数
の
ま
ま
改
修
す
る
の
か
、

将
来
の
維
持
管
理
費
も
考
え
な
が

ら
、
受
信
者
の
皆
さ
ん
の
話
し
合

い
で
決
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

山
間
地
等
の
地
形
的
な
理
由
で

住
民
自
ら
が
設
置
運
営
し
て
い
る

共
聴
施
設
に
つ
い
て
は
、
一
定
の

要
件
の
も
と
、
改
修
経
費
の
半
額

を
国
が
負
担
す
る
「
辺
地
共
聴
施

設
整
備
事
業
」
と
い
う
補
助
金
事

業
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
改
修
を

計
画
す
る
際
に
必
要
な
「
受
信
点

調
査
」
を
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
無
償
で
実

施
す
る
事
業
が
あ
り
ま
す
。

共
聴
施
設
の
改
修
工
事
は

早
め
に
行
っ
て
く
だ
さ
い

　

地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
が
近

づ
い
て
く
る
と
、
共
聴
施
設
の
改

修
工
事
が
集
中
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
、
工
事
の
手
配
が
間
に
合
わ

な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
早

め
に
保
守
管
理
さ
れ
て
い
る
業
者

等
に
相
談
し
、「
最
適
な
改
修
方

法
は
何
か
？
」、「
改
修
に
は
経
費

や
期
間
が
ど
の
ぐ
ら
い
か
か
る

か
？
」
な
ど
を
話
し
合
っ
て
く
だ

さ
い
。

隣
近
所
に
も
声
を
か
け
て

助
け
合
い
ま
し
ょ
う

　

テ
レ
ビ
放
送
は
み
ん
な
の
楽
し

み
で
す
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ

の
移
行
に
気
づ
か
ず
、
テ
レ
ビ
が

見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
わ
な
い

よ
う
に
、
隣
近
所
で
声
を
か
け

合
っ
て
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
ま

し
ょ
う
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
早
め
の
対
応
を

共
聴
施
設
で
は
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

隣
近
所
声
を
か
け
合
っ
て
対
応
し
ま
し
ょ
う

①
ゴ
ー
ス
ト
の
な
い

き
れ
い
な
画
面

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
で
は
、

ゴ
ー
ス
ト（
画
面
の
二
重
映
り
）

が
な
い
き
れ
い
な
画
面
で
、
臨

場
感
と
迫
力
あ
ふ
れ
る
高
画
質

と
高
音
質
が
楽
し
め
ま
す
。

②
各
種
情
報
が
得
ら
れ
る

便
利
な
デ
ー
タ
放
送

　

デ
ー
タ
放
送
に
よ
っ
て
、
住

ん
で
い
る
地
域
の
天
気
予
報
や

料
理
番
組
の
レ
シ
ピ
な
ど
、
番

組
の
補
足
情
報
が
豊
富
に
得
ら

れ
ま
す
。

③
視
聴
者
が
参
加
で
き
る

双
方
向
機
能

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
ぐ

こ
と
に
よ
っ
て
、
番
組
中
の
懸

賞
に
応
募
し
た
り
、
ア
ン
ケ
ー

ト
や
ク
イ
ズ
に
答
え
る
な
ど
、

視
聴
者
が
テ
レ
ビ
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
携
帯
電
話
で
見
ら
れ
る

ワ
ン
セ
グ
放
送

　

移
動
中
の
携
帯
電
話
で
も

カ
ー
ナ
ビ
で
も
、
チ
ラ
ツ
キ
の

な
い
画
像
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
放
送
事
業
者
に
よ
る
ワ
ン

セ
グ
用
の
様
々
な
情
報
サ
ー
ビ

ス
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑤
視
聴
者
に
優
し
い

字
幕
放
送

　

多
く
の
番
組
に
字
幕
放
送
が

付
い
て
お
り
、
目
で
ス
ト
ー
リ
ー

を
追
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

視
聴
者
に
優
し
く
便
利
な
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

⑥
番
組
表
は
画
面
上
で

い
つ
で
も
チ
ェ
ッ
ク

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
で
は
、

画
面
で
番
組
表
を
見
る
こ
と
が

で
き
、
出
演
者
や
あ
ら
す
じ
も

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
二
週
間
先
ま
で
視

聴
予
約
が
可
能
で
す
。

悪徳商法にご注意を !
　最近、デジタル放送に関連した悪徳商法が発
生しており、特に高齢者が被害に遭いやすい傾
向があります。総務省やその関係機関が、受信
者から直接お金を請求することは一切ありませ
んので、そのような地上デジタル放送に便乗し
た架空請求などの悪徳商法には、十分ご注意く
ださい。

○地上デジタル放送全般について
総務省 地上デジタル放送受信相談センター
℡０５７０－０７－０１０１

○共聴施設のデジタル化対応や支援制度について
東北総合通信局 放送部有線放送課
℡０２２－２２１－０７０５

○ＮＨＫ辺地共聴施設の改修について
ＮＨＫ福島放送局
℡０２４－５２６－４３３３

地上デジタル放送に関する問合せ先
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ブロードバンド････って･･･
三島町の情報化について考える

　

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
何

で
も
、
誰
で
も
」
使
え
る
デ
ジ
タ

ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
（
情
報
格
差
）

の
な
い
イ
ン
フ
ラ
（
基
盤
）
の
整

備
を
実
現
す
る
た
め
に
、
総
務
省

で
は
二
〇
一
〇
年
度
ま
で
に
「
光

フ
ァ
イ
バ
ー
等
の
整
備
を
推
進
し
、

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・
ゼ
ロ
地
域
を

解
消
す
る
」「
超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
の
世
帯
カ
バ
ー
率
を
九
十
％

以
上
と
す
る
」
こ
と
を
目
標
に
掲

げ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
当
町
で
は
地
形
等
の
厳

し
い
条
件
に
あ
っ
て
過
疎
化
・
高

齢
化
の
進
行
な
ど
多
く
の
問
題
を

抱
え
て
い
る
中
、
他
地
域
格
差
の

な
い
環
境
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
環
境
は

高
速
接
続
で
あ
る
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
サ
ー

ビ
ス
で
も
利
用
で
き
る
世
帯
は
限

ら
れ
、
光
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
の
超
高

速
サ
ー
ビ
ス
に
い
た
っ
て
は
、
提

供
さ
れ
る
見
込
み
は
極
め
て
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
は
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
（
一
般
的

な
サ
ー
ビ
ス
）
で
は
な
く
、
か
つ
、

整
備
の
原
則
は
従
来
か
ら
「
民
間

主
導
」
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
電

気
通
信
事
業
者
側
に
採
算
性
が
働

か
な
い
地
域
で
は
サ
ー
ビ
ス
開
始

が
見
込
め
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

国
や
県
の
支
援
（
補
助
）
を
受
け

て
市
町
村
が
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環

境
を
整
備
す
る
事
例
が
増
え
て
お

り
ま
す
。

　

柳
津
町
・
金
山
町
・
昭
和
村
で

は
、
三
島
町
同
様
、
交
換
局
か
ら

遠
い
地
区
を
除
い
て
民
間
事
業
者

に
よ
る
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
の
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
可
能
で
あ
り
、
ま
た
只
見
町

で
は
全
域
、
柳
津
町
で
は
公
共
施

設
間
で
光
ケ
ー
ブ
ル
を
町
が
整
備

し
て
い
ま
す
。
西
会
津
町
に
お
い

て
は
、
町
が
ケ
ー
ブ
ル
局
を
開
設

し
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
す
。　

近
隣
の
町
村
の
状
況
は
？

？
ブロードバンドとはなにか
　一度に大容量のデータの送受信が可能な高速インターネッ
ト回線のことを「ブロードバンド」といいます。ＡＤＳＬや
ＣＡＴＶ、光ファイバーなどの有線通信技術や、ＦＷＡなど
といった無線通信技術を用いて実現される通信回線のことで
す。
　具体的には、次のような接続回線があります。

【ＡＤＳＬ】
一般の電話回線を利用した高速インターネット接続サービス
で、平成17年より三島町でも提供が開始したサービスです。
しかしながら、ＮＴＴ電話交換機からの距離が遠くなるほど
通信速度が落ち、サービスの提供を受けれる範囲はケーブル
延長で約 4㎞程度までと言われています。

【ＣＡＴＶ】
ケーブルテレビ事業者がケーブルテレビ用に敷設した回線を
使用して行うインターネット接続サービスです。利用地域が
限定され、通信速度はサービス地域内であれば大差はありま
せん。近隣では、西会津町がケーブルテレビの方法を取り入
れています。

【光ファイバー】
光ファイバー（ガラスやプラスチックの細い繊維でできてい
る）を通信回線として利用するものです。通信速度は従来の
メタルケーブルと比べて段違いに速くなり、またノイズに強
く安定した通信が行えます。

【ＦＷＡ（無線アクセス回線）】
　無線による高速データ通信であり、通信速度は有線に比べ
ると劣り、電波状況に影響されることがあります。しかし、
有線（光ファイバー等）の敷設が困難な地域でも活用でき、
また整備費用が有線に比べ安価です。

光
ケ
ー
ブ
ル
で
広
が
る
通
信
網
の
可
能
性

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

高
速
通
信
網
で
あ
る
光
ケ
ー

ブ
ル
を
使
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
通
信
で
は
、
現
在
三
島
町
が

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
て
い

る
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
と
比
較
し
て
も
、

通
信
速
度
は
２
倍
以
上
で
、
か

つ
局
舎
か
ら
の
距
離
に
影
響
し

な
い
た
め
町
内
全
域
に
お
い
て

超
高
速
接
続
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
大
容
量
の
デ
ー
タ
（
動
画

や
音
声
等
）
の
送
受
信
な
ど
も

容
易
に
な
り
ま
す
。
ど
ん
な
に

離
れ
た
山
間
部
で
も
大
都
市
と

同
じ
通
信
速
度
で
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

　

テ
レ
ビ
電
話
は
、
電
話
に
カ

メ
ラ
と
モ
ニ
タ
ー
画
面
を
組
み

合
わ
せ
て
、
相
手
の
顔
を
見
な

が
ら
話
す
こ
と
が
で
き
る
シ
ス

テ
ム
で
、
Ｉ
Ｐ
電
話
と
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
利
用
し
た

電
話
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
す
。

　

光
ケ
ー
ブ
ル
で
の
超
高
速
通

信
に
よ
り
円
滑
な
動
画
で
相
手

の
顔
（
表
情
）
を
見
な
が
ら
の

通
話
が
可
能
と
な
り
、
ま
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
利
用
し

た
通
話
に
よ
り
通
話
料
が
軽
減

す
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

Ｉ
Ｐ
テ
レ
ビ
電
話

携　
帯　
電　
話

テ

レ

ビ

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

　

町
内
に
お
い
て
未
だ
携
帯
電

話
の
つ
な
が
ら
な
い
地
域
（
不

通
話
エ
リ
ア
）
が
存
在
し
、
携

帯
電
話
時
代
と
な
っ
た
今
で

は
、
日
常
的
な
連
絡
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
災
害
時
等
の
緊
急

連
絡
手
段
と
し
て
も
不
通
話
エ

リ
ア
の
解
消
は
緊
急
の
課
題
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
行

う
鉄
塔
整
備
に
は
膨
大
な
費
用

が
か
か
る
た
め
、
光
ケ
ー
ブ
ル

を
整
備
し
、
一
部
を
伝
送
路
と

し
て
解
放
す
る
こ
と
に
よ
り
民

間
事
業
者
が
参
入
し
、
不
通
話

エ
リ
ア
の
解
消
に
も
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
受
信
し
て
い
る
テ
レ
ビ

放
送
は
、
各
個
人
宅
で
の
個
別

の
ア
ン
テ
ナ
、
も
し
く
は
難
視

聴
地
域
に
お
け
る
共
聴
施
設
を

利
用
し
た
も
の
で
す
。

　

光
ケ
ー
ブ
ル
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
西
会
津
町
の
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
よ
う
に
ケ
ー
ブ

ル
局
で
受
信
し
た
テ
レ
ビ
放
送

を
各
家
庭
ま
で
映
像
を
配
信
す

る
こ
と
も
技
術
的
に
は
可
能
と

な
り
ま
す
が
、
町
単
独
で
の
配

信
は
新
た
な
設
備
投
資
に
莫
大

な
費
用
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
検
討
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　

光
ケ
ー
ブ
ル
の
整
備
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
情
報
格
差
の
な
い
都

市
部
と
変
わ
ら
な
い
生
活
環
境
を

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
…
…

◆
防
災
・
災
害
情
報
の
充
実
に
よ

る
安
全
で
安
心
な
生
活
環
境
づ

く
り

◆
遠
隔
・
在
宅
に
よ
る
福
祉
・
介

護
の
充
実
に
よ
る
町
民
の
健
康

管
理

◆
教
育
環
境
の
情
報
化

◆
動
画
を
つ
か
っ
た
事
業
展
開
や

産
業
の
活
性
化
と
新
規
産
業
雇

用
創
出

◆
各
種
情
報
提
供
機
能
を
拡
大
強

化
し
た
交
流
環
境
整
備
に
よ
る

交
流
人
口
の
増

な
ど
と
い
っ
た
、
地
域
の
特
性
を

活
か
し
た
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
（
光

ケ
ー
ブ
ル
）
の
活
用
に
よ
っ
て
、

多
方
面
で
の
新
た
な
可
能
性
が
数

多
く
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
光
ケ
ー
ブ
ル

の
整
備
に
伴
い
、
そ
の
後
の
維
持

管
理
に
係
る
経
費
等
の
財
政
的
な

負
担
も
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
財

政
状
況
を
見
据
え
な
が
ら
今
後
更

な
る
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
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カタクリデビュー（森の校舎カタクリ）

虫送り（大石田地区）

広報誌に載っている写真は希望者に差し上げますのでご連絡ください。
●役場 総務課 企画財政係　℡４８－５５１５

親子が集まり楽しい時間　子育てサークル「カタクリデビュー」
　森の校舎カタクリでは、小さなお子さんと保護者の方々が楽しく過ごせる子育てサークル「カタクリデ
ビュー」を月に 2～ 3回開催しています。このサークルでは、同じ年頃のお子さんを一緒に遊ばせたり、
お菓子を作ったり、育児について情報交換をする場となっています。7月15日には、6ヶ月から 2歳のお子
さんとお母さんたち 7組が参加し、お子さんを自由に遊ばせた後、カタクリ恒例の流しそうめんを行って
楽しく過ごしました。また、食べ物アレルギーのことや虫歯のことなど、子育ての話題を語り合いました。
　「カタクリデビュー」は、楽しい子育てを応援する場所です。参加者を随時募集していますので、ご希
望の方は森の校舎カタクリへお問い合わせください。問森の校舎カタクリ　℡４８－５５７７

教育委員会　　　　℡４８－５５９９

みんなで守る伝統行事
大石田地区の「虫送り」

　 7月12日、大石田地区で農作物の害虫を追い払う
伝統行事「虫送り」が行われました。子どもたちが
中心的役割を担ってきた「虫送り」ですが、子ども
が少なくなった今では地区住民の方々が協力して継
承されています。当日は、他の地区の子どもたちも
集まって参加。「悪虫送り」と書いた虫かごを先頭
に行列となって地区内を歩きました。また、町外か
らの見物客も多数訪れ、昔ながらの伝統行事を見学
していました。
　三島町の「虫送り」は、福島県指定重要無形民俗
文化財に指定されており、現在、3地区（西方・名
入・大石田）で受け継がれています。西方・名入地
区では毎年 6月上旬、大石田地区では 7月上旬に行
われ、地区の風物詩であると共に、子どもたちの貴
重な地域体験の場として大切にされています。

子どもたちが１日駅長に
ＳＬ会津只見号運行

　ＳＬ会津只見号は 7月 5・6日、ＪＲ只見線の会
津若松－只見間を運行され、各駅で歓迎イベントが
行われました。会津宮下駅では、観光パンフレット
の配布や物産販売が行われたほか、三島保育所の 6
名の子どもたちが 1日駅長を務めました。 5日は、
細堀玄くん（中平）、二瓶良都くん（西方）、星日代
里ちゃん（西方）、 6日は、小平梨々花ちゃん（西
方）、若林新菜ちゃん（滝谷）、高橋春菜ちゃん（宮
下）が、1日駅長のたすきと帽子を身につけ、元気
に手を挙げて出発の合図をしました。また、駅舎内
と列車内において「語り部の会」による昔語りが披
露されました。沿線にはカメラを手にした鉄道ファ
ンが多数訪れ、緑豊かな自然の中を力強く疾走する
ＳＬの姿を撮影していました。
　ＳＬ会津只見号は、毎年、春夏秋の 3回運行され
ており、都市部からの観光客で毎回盛況となってい
ます。都会の雑踏を離れ、時間がゆっくりと流れる
ローカル線の旅が人気を集めています。

右
か
ら

若　
林　
新　
菜
ち
ゃ
ん

小　
平　
梨
々
花
ち
ゃ
ん

高　
橋　
春　
菜
ち
ゃ
ん

右
か
ら

星　
　
　
日
代
里
ち
ゃ
ん

細　
堀　
　
　
玄
く
ん

二　
瓶　
良　
都
く
ん

マリールイズさんの講演会

「教育」は平和を守る
マリールイズさん（ルワンダ）講演会

　 7月 3日、アフリカのルワンダ出身のマリールイ
ズさんの講演会が町民センターで開催されました。
ルワンダでは、1994年に内戦が起こり、100日間で
少なくとも80万人が虐殺されるという想像を絶する
悲劇がありました。その後、マリールイズさんは福
島市に移住し、母国ルワンダの平和を守るためには
「教育」が大切であるという思いから、ルワンダに
学校を作るための活動をされています。
　マリールイズさんは流暢な日本語で、「日本に来
て、誰でも学校に行けることや、80歳のおばあちゃ
んが新聞を読めること、どんなに山奥でも水道があ
ること、30年先まで生きると普通に考えられること
に驚きました。ルワンダの内戦の時は、次の朝が迎
えられるかもわかりませんでした。日本では当たり
前のことが、どんなに幸せなことか感じてほしいで
す。」と平和の尊さを訴えました。

　マリールイズさんが所属す
るＮＰＯ法人ルワンダの教育
を考える会（福島市）では、
ルワンダにおける学校建設の
支援や、学校運営の資金援助
などを行っています。日本で
は義務教育が当たり前です
が、それによって人々が平等
に教育を受けることができ、
平和な社会が成り立っている
ということを再認識した講演
会でした。

マリールイズさん
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エコミュージアム

農業振興

みしま HOT LINE

農業委員８名が決まりました
町の農業活性化にご尽力をお願いします

秦　虎雄さん
63歳 大石田

角田一晴さん
57歳 川井

若林正光さん
60歳 滝谷

矢澤　昇さん
60歳 高清水

中村秀臣さん
73歳 西方

（会長職務代理）

阿部通利さん
55歳 桧原
（会長）

五十嵐光義さん
66歳 滝谷
農業共済推薦

二瓶一男さん
68歳 西方
ＪＡ推薦

山村の暮らしから学ぶ
奥会津案内人講座2008開講
　奥会津案内人講座は、奥会津の自然・文化・人
に学びながら、インタープリター（案内人）とし
ての基礎技術などを実習スタイルで学ぶもので
す。嵯峨創平氏（NPO IDEC 代表）を全体コー
ディネーターとして全 6回を予定しており、首都
圏などから 7名の受講者を迎えて 7月19・20日に
第 1回目の講座が行われました。初日は座学が行
われ、始めにエコミュージアムの町づくりを進め
ている三島町の歩みについて事務局より説明し、
「ふるさと運動」などの取り組みについて理解を
深めました。休憩後、外部講師の大原一興氏（横
浜国立大学大学院教授）による「エコミュージア
ム概論」が行われ、ヨーロッパや日本各地の事例
にふれながらエコミュージアムの基礎知識につい
て学びました。
　20日は、大谷地区での地域学ワークショップが
行われ、諏訪キクノさん、五十嵐二三夫さん、五
十嵐モト子さんのお宅を訪問して、ふだんの暮ら
しや工業化の時代を歩んできた思い出などについ

て、じっくりとお話を聞きました。午後は、聞き
取ったことをチームごとに壁新聞にまとめ、それ
ぞれ発表しました。第 2回目は、 8月23・24日に
開催されます。
　本講座事務局では、町民の参加者を募集してい
ます。詳しくは下記までお問い合わせください。
問三島町エコミュージアムプロジェクト事務局
（三島町教育委員会）℡４８－５５９９

五十嵐モト子さん(大谷)のお宅を訪問した参加者

縄ないの難しさ体験
福島大学附属小 5年生150名

　 7月 9日、福島大学附属小 5年生が総合的な学習
の一環として三島町を訪れ、生活工芸館の見学とも
のづくり体験を行いました。総勢150名の児童の皆
さんは、角田陽市生活工芸館長から町の生活工芸運
動のお話を聞いた後、生活工芸館に展示してある工
芸品や民具を見学しました。その後、交流センター
山びこのギャラリーを使用して、町内の工人の皆さ
んに習いながら、ヒロロの縄を桐板に貼り付ける
「ヒロロコースター」作りを体験。初めてやる「縄
ない」に悪戦苦闘し、ものづくりの難しさを実感し
た様子でした。
　生活工芸館では、今後も伝統的工芸品の魅力やも
のづくりの楽しさを広めていくために、ものづくり
体験や各種イベントの企画を行っていきます。

ものづくり体験をする福島大学附属小 5年生の皆さん

ＡＥＤによる救命方法を学ぶ
三島中で救命講習実施

　 7月 3・4日、三島中 3年生 7名と教員 3名の皆
さんが、会津坂下消防署三島出張所の消防士の指導
による普通救命講習を受講しました。1日目は応急
手当の知識を学び、2日目は訓練用のダミー人形と
ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を用いた心肺蘇生法
を実習しました。講習後、全員に修了証が交付され
ました。この日使用した訓練用ダミー人形とＡＥＤ
は、本年度、ふるさと消防団活性化助成事業（宝く
じ助成事業）の助成金により購入したものです。
　普通救命講習は、3時間の講習で修了証が交付さ
れます。各種団体やサークル等（ 5名程度）も受講
可能ですので、下記までお問い合わせください。
問会津坂下消防署三島出張所　℡５２－３０３２
役場 総務課 総務係　　　　℡４８－５５１１

救命の訓練を行う三島中 3年生の皆さん

町民運動場下の花植え

各地区で花植え実施 住民の手できれいな道路環境作り
　 6月下旬、快適な道路環境の保全を目的に、下記のとおり各地区で道
路沿いの花植えが行われました。ご協力いただいた皆さん、ありがとう
ございました。

花植え場所 協　　力　　者
国道252号沿い・早戸駅付近 早戸地区の皆さん
国道252号沿い（旧ごみ処理場上） 滝原地区の皆さん
高清水橋付近 高清水地区の皆さん
慰霊碑付近（高清水） 宮下地区の交通安全母の会の皆さん

町民運動場下
宮下地区の交通安全母の会の皆さん
大登地区の皆さん

道の駅みしま宿前 滝谷・桧原地区の交通安全母の会の皆さん
大石田地区入口付近 大石田地区の交通安全母の会の皆さん
国道400号沿い（西方） 西方地区の交通安全母の会の皆さん
町道沿い 大登・大谷地区のボランティア団体の皆さん

　三島町農業委員会委員一般選挙は、
7月 1日告示で行われ、無投票で 6
名が当選し、ＪＡ及び農業共済推薦
の 2名を加えて計 8名の農業委員が
決まりました。農業委員会の役割は、
農業の担い手の育成や農地の有効利
用により地域農業の振興を図ること、
農地の売買や転用について公正に審
査すること、農業者の声を行政に反
映することなどです。特に三島町で
は今後、耕作放棄地の調査や農地パ
トロールなどを行いたいと考えてい
ます。小作料等の改定も行っていま
すが、今後の小作料等の契約におい
ては、最近の燃料高騰などの現状を
加味して契約を行ってください。

問三島町農業委員会事務局
（役場 産業建設課内）
℡４８－５５５６
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三島町地域防災計画

【第 2回】
　最近、東北地方で地震が多く発生し、会津地方
でも揺れを観測しています。地震が発生すると、
建物の損壊や火災が発生し、行政の迅速な救助・
支援活動が困難になるかもしれません。まず、皆
さんは自分自身の身の安全を守りましょう。
　そして、「自らの命は自ら守る」＝「自助」、「自
分たちの町は自分たちで守る」＝「共助」の精神
で行動してください。

１．火　災
（１）対応のポイント
　火災の最大の予防策は「出火させないこと」
です。そのために、町では町民の皆さんに次
のことをお願いします。

①消火器の設置、消火バケツの備え
②ガス漏れ警報機、住宅用火災警報器、漏電ブ
レーカー、防炎カーテンの導入

③危険物（灯油等）の安全管理
（２）町や防災機関の対応
①危険物施設や電気施設、飲食店等における出
火防止策を検討・指導しています。

②消火器等の普及を図っています。
③火災の拡大防止のため、防火水槽・消火栓・
消防活動路等の整備、地域防災体制の確立を
推進しています。

２．建物の倒壊
（１）対応のポイント
①倒壊していなくても余震で倒れることがあり
ます。建築士（応急判定士）が応急判定を行う
までは損壊した建物に近づかないでください。

②判定結果は、「危険＝赤」、「要注意＝黄」、「調
査済＝緑」の 3種類のステッカーで示します
ので、よく確認してください。

（２）町や県の対応
　状況に応じて仮設住宅を設置します。設置
場所は次の場所を予定しています。

※次回は、地震の時の避難等について掲載します。

問役場総務課 総務係　℡４８－５５１１

仮設住宅設置場所
町 民 運 動 場
生涯学習センター
町営住宅中平団地

社会保険庁からのお願い

｢ねんきん特別便｣をお届けします
年金記録の確認にご協力ください

○緑色の封筒でお届けします
・年金を受けておられる方へ
今年 4月から 5月までの間
・現役加入者の方へ
今年 6月から10月までの間

緑色の封筒の「ねんきん特別便」

※今年 3月までに青色の封筒で「ねんきん特
別便」が届いた方は、年金記録のもれがあ
る可能性が高い方です。

青色の封筒の「ねんきん特別便」

○年金記録のご確認をお願いします
・年金記録にもれや間違いがないかご確認をお
願いします。
・もれや間違いがある場合もない場合も、必ず
ご回答くださいますようお願いします。
※年金記録が変われば正しい年金額をお受け取
りいただけることになり、年金額が増える可
能性が高いので十分ご確認ください。

○まわりの方にも呼びかけてください
　ご家族の方などに「ねんきん特別便」が届い
たら、過去の職歴についてご一緒に記憶をた
どってみるなど、多くの方からご回答をいただ
けるようご協力をお願いします。
※ご家族でも一人一人届く時期は異なります。

ご質問・お問い合わせは

ねんきん特別便専用ダイヤル
０５７０－０５８－５５５

問役場町民課 町民生活係　℡４８－５５５５

福島県立宮下病院からの情報コーナー

宮下病院における訪問看護
　宮下病院では、自宅で看護や介護を必要とし
ている方々が安心で安楽に日常生活を送れるよ
うに、平成19年 4月より『訪問看護』を実施し
ております。昨年度は、外来・病棟あわせて 5
名の看護師により、延べ70件の訪問看護を実施
しました。具体的には、自宅で生活するのに酸
素が必要な方（在宅酸素療法）、水分や食事の量
が少なくなって点滴が必要な方（水分・栄養補
給）、寝たきりで床ずれができて処置が必要な方
（褥瘡予防・処置）などの治療を行っています。
　今後とも、「家に帰りたい」「家族と過ごした
い」「自宅で看取りたい」など、患者様や家族の
思いが少しでもかなえられ、病院から在宅へ切
れ目のない、安心した療養生活が送れるような
訪問看護を実施していきたいと思っています。
　また、宮下病院では、医師が在宅診療の必要
な患者様に対し『訪問診療』（往診）も行ってお
ります。在宅での看護に関する相談、悩み事な
どがありましたら、お気軽に看護師に声をかけ
てください。

宮下病院訪問看護スタッフ一同

問福島県立宮下病院事務部 ℡５２－２３２１

訪問看護

保健師だより

楽しく料理をする子どもたち

親子で楽しく食育
親と子の料理教室「キッズクッキング」

　小学生の親子を対象とした食育教室「親と子の料
理教室キッズクッキング」は、7月19日、17名の親
子が参加して町民センターで開催されました。三島
町食生活改善推進員会長の坂内アイ子さん（宮下）
があいさつし、和楽美の会会長の小島順子さん（宮
下）が調理の注意点などを話しました。子どもたち
は、食生活改善推進員の皆さんやお母さんに教えて
もらいながら、楽しそうに調理を進めました。献立
は、三島小学校のよい歯の学校表彰に関連して、よ
い歯を作る「カミカミ献立」。とても美味しく出来上
がり、自宅でも作りたいという感想が聞かれました。

レシピの一例

大豆入り五目ひじき
（材　料）乾燥ひじき15g・油揚げ1枚

にんじん1/3本・さやいんげん 4本
サラダ油 大さじ 1・大豆（水煮缶）20g
しょうゆ 2 g・砂糖 1 g
かつおだし汁 大さじ 1

（作り方）①ひじきは水につけてもどす。
②油揚げは熱湯をかけて油抜きし、横半
分に切って 5㎜幅に切る。にんじんも
同じ大きさで短冊切りにする。
③鍋でサラダ油を熱し、ひじき・油揚
げ・にんじんを入れてさっと炒める。
水 1カップ・調味料・水気をきった大
豆を加え、弱火で煮汁がなくなるまで
炒め蒸す。最後に、塩茹でしたさやい
んげんをせん切りにして散らす。

連　載



表彰状を授与される齋藤茂樹 三島町長
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ご寄付ありがとうございました
社会福祉協議会へのご寄付

ご遺志によるもの
長谷川　孝　志　様（桑　原）
舟　木　宗　喜　様（間　方）
堀　内　武　雄　様（名　入）

みんなで健康づくり《教室・健診の予定》
問役場 町民課 保健福祉係　℡４８－５５６５

心の健康相談
8月 5日（火）13：30～　福寿草
足腰げんき教室
○室内運動編
8月 7日（木）13：30～　町民センター
○水中運動編
8月22日（金）13：00　　町民センター集合

（西会津さゆり公園プール）

４ヶ月児健診
8月12日（火）11：15～　坂下厚生総合病院
介護予防教室
8月19日（火）13：30～　町民センター
乳児・１歳６ヶ月児・２歳児健診
8月21日（木）13：10～　町民センター
からだげんき運動教室
8月26日（火）13：30～　町民センター
機能訓練会
8月27日（水）13：30～　福寿草
子宮がん検診
8月28日（木）13：00～　町民センター

三島町内街頭犯罪等発生状況（ 1～ 6月）
区　　分 管　内 三島町

空き巣ねらい
忍 込 み
事 務 所 荒 し 1
出 店 荒 し
自 動 車 盗 2
オートバイ盗
自 転 車 盗 1
自販機ねらい 4
車 上 ね ら い 1
街 頭 犯 罪 計 9 0
全 刑 法 犯 48 1

　三島町では 6月中、犯罪は発生しませんでした。
管内において、車のタイヤが盗まれる被害が発生
しています。夜間などに、鍵をかけていない倉庫
や車庫、自宅の軒下に置いてあるタイヤが盗まれ
ており、倉庫などからはタイヤ以外の物も盗まれ
ています。倉庫や車庫には必ず鍵をかけるように
し、盗難に十分注意してください。

※全刑法犯には、街頭犯罪以外（器物損壊・傷害・万
引き等）の犯罪発生件数が含まれます。

情報ひろば
ご注意

日本脳炎ウイルスは
蚊から感染します

《お子さんが刺されないようにご注意を》

　蚊の多い季節となりました。日本脳炎ウイルス
は、豚の体内で増殖し、蚊（コガタアカイエカ）
を媒介して人に感染します。例年、日本脳炎ウイ
ルスを保有する豚が西日本を中心に確認されてい
ます。蚊は、夕方から夜にかけて活動が活発にな
りますので、長袖・長ズボンを着用し、防虫スプ
レーを使うなど、蚊に刺されないように注意して
ください。
※日本脳炎ウイルスは人から人へは感染しません。

お知らせ

中学 1年生と高校 3年生相当年齢の方が
麻しん風しん混合ワクチンの
定期予防接種の対象に追加されました

　昨年、10～20代を中心とした年齢層で麻しんが
流行し、多くの学校が休校となるなど社会的な問
題となりました。このため、厚生労働省では、麻
しんの予防接種を 1回しか受けていない年代に対
し、 2回目の予防接種を受ける機会を設けること
にしました。

○対 象 者　中学 1年生相当年齢の人
高校 3年生相当年齢の人

○実施期間　平成20年 4月 1日から
平成25年 3月31日まで

○ワクチン　麻しん風しん混合ワクチン
（ＭＲワクチン）

※対象者には、春に町から通知をお届けしていま
すので、まだお済みでない方は通知に従って予
防接種を受けてください。

問役場 町民課 保健福祉係　℡４８－５５６５

表　彰

交通事故死者ゼロ
1500日達成

三　島　町
　三島町では、平成16年 6月12日以来、交通死亡
事故がなく、平成20年 7月21日午前 0時をもって
交通事故死者ゼロ1500日を達成しました。 7月25
日、町民センターにおいて表彰式が行われ、森合
正典 会津地方振興局長（会津地方交通対策協議
会長）より、齋藤茂樹 三島町長（三島町交通対策
協議会長）へ表彰状が授与されました。また、五
十嵐廣和 会津坂下警察署長が祝辞を述べました。
　今後も町民みんなで交通事故を防止し、次は交
通事故死者ゼロ2000日を目指していきましょう。

《社会福祉協議会より》
生きがいデイサービス「サロン事業」の予定
8月26日（火）

桧原はつらつクラブ
高清水・小山いきいきサロン
滝谷和楽塾
合同遠足（新潟県寺泊方面）

会津坂下警察署からのお知らせ

　日本脳炎ウイルスに関する詳しい情報は、厚生
労働省のホームページをご覧ください。

日本脳炎Q＆A

問役場 町民課 保健福祉係　℡４８－５５６５
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これからの行事予定
8月 4日（月）
10：00～　桐の子隊ツリーイング＆キャンプ

（美坂高原　 5日まで）
8月 7日（木）
9：30～　心配ごと相談（福寿草）
19：00～　地区対抗ソフトボール大会代表者会議

（町民センター）
8月 8日（金）
9：30～　ＹＹサークル（町民センター）
10：00～　｢道路ふれあい月間｣街頭キャンペーン

（道の駅「みしま宿」）
8月 9日（土）
9：00～　三島グラウンドゴルフ会長杯（美坂高原）

8月10日（日）
山の神感謝祭（美坂高原）

8月14日（木）
8：00～　地区対抗ソフトボール大会（町民運動場）

8月15日（金）
10：00～　三島町成人式（交流センター山びこ）
10：00～　大谷河川まつり（大谷川河川敷公園）
8月19日（火）
10：00～　太極拳みしま（町民センター）
8月20日（水）
10：00～　行政相談（町民センター談話室）
8月23日（土）
10：00～　早戸温泉神社まつり（早戸温泉つるの湯）
13：00～　奥会津案内人講座

（森の校舎カタクリ　24日まで）
8月25日（月）
三島小・三島中第 2学期始業式
9月 3日（水）
10：00～　三島町敬老会（森の校舎カタクリ体育館）
9月 4日（木）
13：30～民生児童委員協議会定例会（福寿草）
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人口と世帯 ７月１日現在（住民基本台帳）
人　口　2,172人（+3） 　 ６月中の　出生 0人
（男）　 1,021人（+2） 　 人の動き　死亡 0人
（女）　 1,151人（+1） 　　　　　　 転入 5人
世帯数　865世帯（+2） 　　　　　　 転出 2人

発行日　平成20年８月１日
編　集　三島町役場 総務課 企画財政係

福島県大沼郡三島町大字宮下字宮下350
℡ 0241-48-5515

ホームページ　http://www.town.mishima.fukushima.jp
印　刷　株式会社アポロ

広報 8月号 №185

　昭和30年代、日本中が初めて見るテレビに釘付けと
なりました。小さな画面に映し出された皇太子のご結
婚や東京オリンピックに、多くの人々が感動しました。
放送開始から50年以上。地上デジタル放送への移行に
より、テレビはよりきれいで便利な情報機器へと進化
します。テレビだけでなく、現代は様々な機器によっ
て世の中のいろいろな情報がその場で得られる時代で
す。ここ10数年で、携帯電話やパソコン、インターネッ
トは多くの人々に普及し、今や常識となりました。山
村に住みながら、日本中、世界中の情報を得ることが
できる基盤も、私たちの豊かな暮らしのために必要と
なっています。

「広報みしま」は環境にやさしい
大豆インクを使用しています。
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編集後記

※広報みしま 8月号の印刷経費は 1部63円です。


